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事 業 所 名   ： グループホーム　ポランの家

作　 成　 日　 ：　令和　　５年　１２月　　４日

市町村受理日：　令和　　５年　１２月　　５日
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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 1

事業所の理念が、職員とは常日頃話をしているの
で、浸透している。しかしその理念を利用者、家族,
地域の方々とまでは共有できていなかった。

事業所の理念「毎日、笑顔のある暮らし。ここで
安心して生きることを楽しんでもらいたい。」を、
事業所内ばかりではなく、外部の方にも知ってい
ただくことで、施設内での理念が地域に向けて豊
かに発展し、更に育まれるようにしたい。

先ずは、施設内の各階の居間に大きく掲げて、利用
者様に知っていただきたい。ご家族様や来客にも
知っていただけるように、応接室にも掲示します。運
営推進会議の中でも理念の話題を取り入れ、行政
や町内会の方にも知ってもらいたい。
具体的には、この理念を基に行事を実行した結果か
ら出る笑顔や暮らしの様子を「暮らしのお便り」とし
てお届けし、家族の方にも知っていただき、安心して
頂きたい。

令和６年
１月末迄

2 35

災害時における利用者の避難について、年二回、夜
間想定の火災避難訓練は実施していたが、自然災
害の図上訓練（DIG）は行えていなかった。
指定収容避難所で避難生活を送る場合の想定され
る課題の抽出や対策についても取り組めていなかっ
た。
地域との協力体制についても準備段階であった。

今後は多くの職員を参加させた自然災害時の図
上訓練（ＤIG）を実施し、また、近隣住民や区会
単位での共助的な協力を得られるようにしたい。

想定される自然災害の図上訓練（ＤIG）を大火災や
震災時の避難想定を中心に行い、指定避難場所の
非常用備蓄品の把握、入居者の待避時の必需品、
施設内の非常食等備蓄品の保管状況を把握してお
く。
また、これらについて、運営推進会議を通じて協議
して、情報を共有すると共にアドバイスを受け、実行
したい。
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。
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